つくば発　科学教育・新時代

第30回年会案内（第4次）
年会企画委員会・年会実行委員会
1)年会テーマ：社会に提案し社会と協働する科学教育研究の展開
2)日程：2006年8月18（金）～20日（日）

　※つくばエキスプレスの開通で東京から近くなったため、第１日目のスケジュールを
　　午前10時開始にします。遠方から参加される方は前泊で予定を立てて下さい。
　　なお、前日の午後3時から8時にかけて、若手の会と研究会第6部会とのジョイント
　　セッションが計画されています。前泊される方はそちらにもぜひご参加下さい。
3)会　場：筑波学院大学（〒305－0031　茨城県つくば市吾妻3-1）
・アクセスと周辺地図：http://www.tsukuba-g.ac.jp/access/map.html

4)交通機関：
【鉄道】「つくばエクスプレス」で、東京・秋葉原から45分、「つくば駅」下車、徒歩７分。 

【鉄道】JR常磐線土浦駅下車、西口（バスのりば2番）から関東鉄道バス筑波大学中央行き、約25分で図書館情報専門学群棟前・筑波学院大学下車。 

【鉄道】JR常磐線ひたち野うしく駅下車、関東鉄道バスまたはJRバス筑波大学中央行き、 約25分で図書館情報専門学群棟前・筑波学院大学下車。 

【バス】東京駅八重洲南口から高速バス（特急つくば号）で約65分、つくばセンター下車徒歩7分。
5)主　催：日本科学教育学会

 後　援：茨城県教育委員会、つくば市、つくば市教育委員会、牛久市教育委員会
6)年会ホームページ：http://jsse30.tsukuba-g.ac.jp/
7)年会実行委員会：
［委員長］門脇　厚司（筑波学院大学・学長）
［事務局］垣花　京子（筑波学院大学）（事務局長）

　　　　　高藤　清美・山野井　一夫（筑波学院大学）

連絡先
　〒305-0031　茨城県つくば市吾妻３－１
　筑波学院大学　情報コミュニケーション学部　日本科学教育学会第30回年会実行委員会
　e-mail：jsse30@tsukuba-g.ac.jp　TEL：(029)858-6350　FAX：(029)856-0441

8)スケジュール（予定）
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内容（予定）：次の内容を予定しています。
(1)シンポジウム

　以下の二つのシンポジウムが行われます。

○学会企画シンポジウム

　テーマ：社会に提案し社会と協働する科学教育研究－学会として何を社会に提案するのか－

　登壇者：パネリスト＝田代英俊（科学技術館）・飯島康之（愛知教育大学）・小林辰至（上越教育大学）・伊藤　卓（日本科学教育学会副会長・元横浜国立大学）・鈴木　誠（北海道大学）、指定討論者＝小川正賢（日本科学教育学会会長・神戸大学）・吉田　淳（愛知教育大学）、司会＝磯崎哲夫（広島大学）

○実行委員会企画シンポジウム（一般公開）
　テーマ：科学の最先端の研究者からの科学教育への提言－つくばからの発信－
　登壇者：司会＝小川正賢（日本科学教育学会会長・神戸大学）、パネリスト＝吉田真澄（筑波学院大学）、他につくば市内の大学・研究機関の研究者に依頼中
(2)課題研究発表（学会企画、自主企画）

　学会企画課題研究（発表者を公募しないもの）については、以下の６件のセッションが行われます（順不同、発表名は第一発表者のみ）。それぞれの趣旨、発表者、発表タイトル等の詳しい情報については年会ホームでご確認下さい。
①高等科学教育の新展開－我々は、２１世紀科学技術社会を担う人材をいかに養成すべきか－

　オーガナイザー：鈴木　誠（北海道大学）

　発表者：パネリスト＝山本　強（北海道大学大学院）、阿部和厚（北海道医療大学）、外處　理（NIWS株式会社）、指定討論者＝池田文人（北海道大学）
②サイエンスコミュニケーション活性化のための博物館・科学館の新しいチャレンジ
　オーガナイザー：田代英俊（科学技術館）、楠　房子（多摩美術大学）
　発表者：木村かおる（科学技術館）、横山芳浩（江ノ島水族館）、小倉　康（国立教育政策研究所）他
③持続可能な社会のための科学教育の提言

　司会：加藤　浩（メディア教育開発センター）
　発表者：鈴木克徳（国連大学高等研究所）、阿部　治（立教大学）、小金澤孝昭（宮城教育大学）、荻原　彰（三重大学） 

④新世紀型理数科系教育の展開の結実２
　オーガナイザー：飯島康之（愛知教育大学）、岸本忠之（富山大学）

　発表者：高橋三男(東京工業高等専門学校)、三浦元喜(北陸先端科学技術大学院大学) 、天ヶ瀬正博(奈良女子大学)　他
⑤科学・技術科・数学科の統合カリキュラムの構成原理・方法・プランの提言
　オーガナイザー：小林辰至（上越教育大学）
　発表者：山崎貞登（上越教育大学）、國宗　進（静岡大学）、丹沢哲郎（静岡大学）
⑥新教育課程における「理科」のあるべき姿

　オーガナイザー：廣井　禎（未来科学技術情報館）

　発表者：調整中

　自主企画課題研究（発表者を公募するもの）については、以下の13件のセッションが行われます（順不同、発表予定者名は第一発表者のみ）。それぞれの趣旨、発表者、発表タイトル等の詳しい情報については年会ホームページでご確認下さい。
①持続可能な社会のための科学教育の提言

　司会：荻原彰（三重大学）

　発表予定者：戸田　孝（琵琶湖博物館）、望月要子（国連大学）他

②PDAとセンシングボードを活用した小学校での環境問題学習

　オーガナイザー：杉本雅則（東京大学）

　発表者予定者：楠　房子（多摩美術大学）、稲垣成哲（神戸大学）、山口悦司(宮崎大学）、橘　早苗（神戸大学附属住吉小学校）、山本智一（神戸大学附属住吉小学校）、竹内雄一郎（東京大学）、出口明子（神戸大学）、関　孝雄（神戸大学） 

③つくば市小中学校の実践にみる授業改善の取り組み

　オーガナイザー：高藤清美（筑波学院大学） 

　発表者予定者：吉田　浩（つくば市教育委員会指導課）、久保田善彦（上越教育大学）（指定討論者）、つくば市小中学校教員5名程度（依頼中） 

④こんなのどうですか，情報の授業―3年間の教科「情報」の授業の実態と今後の課題－

　オーガナイザー：垣花京子（筑波学院大学） 

　発表者予定者：津賀宗充（茨城県立鉾田第一高等学校）、大西俊弘（奈良女子大学附属中等教育学校）、塩野雅代（茨城県立並木高等学校）他
　コメンテータ：堀口秀嗣（常磐大学）

⑤m-Learning：科学教育をおもしろくするモバイルメディアの活用

　オーガナイザー：竹中真希子（大分大学）

　発表者予定者：中原　淳（東京大学）、楠　房子（多摩美術大学）、余田義彦（同志社女子大学）、竹中真希子（大分大学） 

　指定討論者：堀田龍也（メディア教育開発センター） 

⑥サイレント・レボリューション・・・科学教育の危機を脱するために

　オーガナイザー：加納寛子（山形大学） 

　発表予定者：青木繁（NHK番組制作局 教育番組センター）、松田良一（東京大学）、小原豊（鳴門教育大学）、川村康文（信州大学）、加納寛子（山形大学） 

⑦科学教育と自然体験学習（２）

　オーガナイザー：降旗信一（社団法人日本ネイチャーゲーム協会），宮野純次（京都女子大学） 

発表予定者：降旗信一（社団法人日本ネイチャーゲーム協会）、宮野純次（京都女子大学）、能條　歩（北海道教育大学岩見沢校）、藤井浩樹（県立広島大学人間文化学部） 

⑧次世代のためのエネルギー教育

　オーガナイザー：長洲南海男（常葉学園大学、前筑波大学） 

　発表者予定者：長洲南海男（常葉学園大学）、市村　毅（つくば市立吾妻小学校）、滑川さゆり（水戸市立五軒小学校）、板橋夏樹（行方市立玉造中学校）、斎藤利行（前北茨城市立中郷中学校）、藤井健司（茗渓学園中学校高等学校）

⑨数学科における熟練教師の力量を探る─授業の国際比較研究の成果から─

　オーガナイザー：清水美憲（筑波大学大学院） 

　発表予定者：日野圭子（宇都宮大学）、藤井斉亮（東京学芸大学）、関口靖広（山口大学）、大谷　実（金沢大学）、中村光一（上越教育大学）

⑩博物館・動物園と学校・社会との連携

　オーガナイザー：小田泰史（蒲郡市立蒲郡中学校）、竹ノ下祐二（財団法人日本モンキーセンター） 

　発表予定者：寺田安孝（愛知県立成章高等学校）、平賀伸夫（愛知教育大学）、郡司晴元（茨城大学）、竹ノ下祐二（財団法人日本モンキーセンター）、小田泰史（愛知県蒲郡市立蒲郡中学校）、山中敦子（生命の海科学館） 

⑪数学的モデリングの教育的意義とその有効性

　オーガナイザー：佐伯昭彦（金沢工業高等専門学校） 

　発表者：佐伯昭彦，氏家亮子（金沢工業高等専門学校）、松嵜昭雄（筑波大学附属駒場中・高等学校）、西村圭一（東京学芸大学附属大泉中学校）、池田敏和（横浜国立大学）

⑫途上国協力の方法と課題―青年海外協力隊の支援に焦点を当てて―

　オーガナイザー：礒田正美（筑波大学教育開発国際協力研究センター） 

　発表予定者：未定 

⑬ITを使ったインタラクションのある学習のデザイン

　オーガナイザー：楠房子（多摩美術大学）、稲垣成哲（神戸大学）

　発表予定者：生田目美紀（筑波技術大学）、溝口　博（東京理科大学）、舟生日出男（広島大学大学院）、稲垣成哲（神戸大学）
(3)一般研究発表

　口頭発表に加え、ポスター発表のセッションも行います。
　発表申込みと原稿提出については、６月５日(月)～６月21日(水) の期間、申込みホームページで受け付けます。今年度より、原稿の提出は原則としてホームページへファイル（WORD文書ファイルまたはPDFファイル）をアップロードする方法で行っていただきます（アップロードによる提出が困難な場合は、年会実行委員会へご相談下さい）。申込みホームページへは学会ホームページと年会ホームページからリンクが張られます。

(4)科学教育研究セミナー

　特定の分野でアクティブに研究をされている先生をお招きし、会員向けに専門的な話を聞かせていただく講演会です。以下の３名の講演が行われます。詳しい内容については、年会ホームページでご確認ください。
　○木村捨雄（名城大学・元日本科学教育学会会長）
　○磯崎哲夫（広島大学）

　○清水欽也（広島大学）

 (5)ワークショップ

　新しい学習指導法、実験法、研究法などを体験的に学べるワークショップが一般公開で行われます。現在、以下の企画（順不同）が予定されております。詳しい内容については、年会ホームページでご確認ください。
①テクノロジーの長所・短所を補完する実験観察型の総合学習（３）

　担当者：氏家亮子（金沢工業高等専門学校）、佐伯昭彦（金沢工業高等専門学校）、土田　理（鹿児島大学）、佐藤　一（静岡県立御殿場高等学校）
②フリーの協同学習ツール「Kneading Board」で理科の授業を変える（仮）

　担当者：鈴木栄幸（茨城大学）、加藤浩（メディア教育開発センター）、舟生日出男（広島大学）、久保田善彦（上越教育大学）

③ケータイを利用した楽しいフィールドワーク（２）

　担当者：竹中真希子（大分大学）、黒田秀子（神戸大学発達科学部附属住吉小学校）、大久保正彦（神戸大学）、稲垣成哲（神戸大学）

④反復再生可能型描画システムPolkaを使う科学的モデルの学習支援(3)

　担当者：中山　迅(宮崎大学)、林　敏浩(香川大学)
(6)展示セッション（教材教具の展示・演示を含む）

　昨年に引き続き、新しい実験法やシステムなどを展示するセッションを予定しています。展示セッションは一般に公開され、非会員でも展示を見ることができます。また、非会員でも出展できます。展示を希望される方は、５月31日(水)までにjsse-nenkai@freeml.comまでタイトルをご連絡下さい。

(7)Ｕ１８科学研究コンクール
　第30回の特別記念企画として、小学生、中学生、高校生、高等専門学校生（18歳まで）を対象に科学研究の成果を発表する機会（ポスター発表）を提供し、優れた着想や取り組みの研究に対して賞を与える企画です。この企画は一般に公開されます。
(8)イブニングフォーラム

　第30回の特別記念企画として、学会のこれまでの30年間の歩みを振り返り、これから進むべき方向性についてフォーラム形式で自由に語り合っていただく企画を計画しております。
(9) 総会、懇親会、各種会合等
(10)その他
　国際交流委員会の企画として、英語による研究発表セッション、国際交流委員会企画セッションが計画されています。詳細については、年会ホームページで紹介します。
9)年会参加の申し込みについて

(1)６月５日(月)～８月５日(土) の期間、ホームページで参加申込みを受け付けます。当日参加も受け付けますが、年会実行委員会の事務処理の負担を軽減するため、ホームページでの参加申込みにご協力ください。申込みホームページへは学会ホームページと年会ホームページからリンクが張られます。

(2) 年会参加費: 正会員7,000 円、学生会員5,000 円（年会論文集1冊の代金を含む）但し、７月14日（金）までに納入の場合は、それぞれ500円引きの6,500円、4,500円とします。なお、非会員の参加費については、年会ホームページでご確認ください。

(3) 懇親会費: 5,000円

(4) 年会論文集（追加購入費）:１部3,500円

(5) 論文集送料：１部500円、２部600円（年会終了後に送付します）

(6)参加費等の送金は、銀行振り込みで一人につき１枚、送金内訳を明記して合計金額を

　振り込んでください。振り込み先の銀行口座は次の通りです。

　　関東つくば銀行　研究学園都市支店　普通口座:1231319

　　日本科学教育学会第30回年会事務局　垣花京子

　　（ニホンガカクキョウイクガッカイダイ30カイネンカイジムキョク　カキハナキョウコ）

(7) 宿泊施設の斡旋をつくばコンベンションビューローにお願いしました。同封の案内書をご参照ください。

(8) 弁当の手配はおこないません。年会当日（３日間）は学生食堂が営業していますのでご利用ください。
10) その他

　宿泊施設の斡旋は「つくばコンベンションビューロ」様にお願いいたしました。詳細は次号レター誌にてお知らせいたします。また詳細が決まり次第、年会ホームページにてお知らせいたします。

